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自転車駐車対策の収支（平成15年度）

市
営
自
転
車
駐
車
場
に
は
余
裕
が

あ
り
ま
す
の
で
、
自
転
車
、
バ
イ
ク

は
自
転
車
駐
車
場
へ
お
願
い
し
ま

す
。

②
路
線
バ
ス
運
行
維
持
対
策

市
内
を
走
る
路
線
バ
ス
に
は
、
民

間
企
業
が
自
主
的
に
運
行
す
る
「
企

業
路
線
」
と
、
採
算
性
な
ど
の
理
由

で
民
間
企
業
だ
け
で
は
運
行
せ
ず
、

市
が
バ
ス
事
業
者
に
補
助
金
を
出
し

て
運
行
し
て
い
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
路
線
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
10
月
１
日
か
ら
バ
ス
路
線
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
従
来
の

全
13
路
線
が
15
路
線
と
な
り
、
う
ち

企
業
路
線
は
従
来
の
４
路
線
か
ら
１

路
線
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
残
り
14

路
線
は「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
路
線
」

と
し
て
市
が
補
助
金
を
出
し
て
運
行

し
て
い
ま
す
。（
路
線
の
詳
細
な
ど

に
つ
い
て
は
、
10
月
１
日
号
の
「
広

報
ひ
こ
ね
」
と
同
時
配
布
の
路
線
図

な
ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

彦
根
市
で
は
、「
彦
根
市
路
線
バ

ス
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
て
、
市

民
の
交
通
手
段
確
保
の
た
め
、
利
用

者
の
立
場
か
ら
バ
ス
路
線
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

バ
ス
路
線
は
、
市
内
で
生
活
す
る

た
め
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
特
に
、
高
齢
者
な
ど
い
わ
ゆ
る

「
交
通
弱
者
」
に
と
っ
て
は
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
交
通
手
段
で
す
。

バ
ス
事
業
者
の
企
業
努
力
と
併

①
自
転
車
駐
車
対
策

自
転
車
は
身
近
で
手
軽
な
乗
り
物

で
す
。
一
方
で
、
駅
周
辺
の
歩
道
上

へ
の
自
転
車
の
放
置
が
問
題
に
な
っ

て
い
て
、
関
係
機
関
の
努
力
で
そ
の

数
は
減
り
ま
し
た
が
、
完
全
に
な
く

な
っ
て
は
い
な
い
状
況
で
す
。
放
置

自
転
車
は
、
防
犯
や
防
災
面
か
ら
見

て
も
問
題
で
、
特
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク

の
上
に
置
か
れ
た
自
転
車
は
、
視
覚

障
害
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
大
変
危

険
で
す
。

彦
根
市
は
、
放
置
自
転
車
の
解
消

に
向
け
て
、
駅
周
辺
へ
の
自
転
車
駐

車
場
の
整
備
、
自
転
車
の
放
置
防
止

啓
発
、
放
置
自
転
車
の
撤
去
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。
放
置
自
転
車
が
な
く

な
ら
な
い
一
方
、
市
営
の
自
転
車
駐

車
場
は
、
ま
だ
空
い
て
い
る
状
況
で

す
。自

転
車
を
放
置
し
て
い
る
人
が
、

民
間
や
市
営
の
自
転
車
駐
車
場
を
利

用
す
る
と
、
撤
去
や
保
管
な
ど
に
か

か
る
無
駄
な
費
用
を
無
く
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
自
転
車
駐
車
場
の
維
持

管
理
は
、
本
来
使
用
料
収
入
で
賄
わ

れ
る
べ
き
で
す
が
、
現
状
で
は
使
用

料
だ
け
で
は
足
り
ず
、
税
金
（
自
転

車
に
乗
ら
な
い
人
の
払
っ
た
分
も
含

ま
れ
ま
す
）
か
ら
補
っ
て
い
ま
す
。

自
転
車
駐
車
場
の
利
用
が
増
え
れ

ば
、
こ
の
分
の
税
金
も
、
よ
り
多
く

の
人
の
た
め
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。

シリーズ　新時代の市政運営　第８回

せ
、
彦
根
市
も
多
額
の
補
助
金
を
出

し
て
バ
ス
の
運
行
を
維
持
し
て
い
ま

す
が
、バ
ス
の
利
用
が
少
な
け
れ
ば
、

便
数
の
減
少
や
廃
止
な
ど
も
検
討
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。

引
き
続
き
バ
ス
路
線
を
維
持
し
て

い
く
に
は
、
皆
さ
ん
に
も
っ
と
バ
ス

を
利
用
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
利
用
者
が
増
え
れ
ば
、
バ
ス

を
運
行
す
る
た
め
の
補
助
金
も
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

③
税
金
の
支
払
い

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
市
に

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
税（
市
税
）

の
受
け
取
り
に
も
費
用
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。

例
え
ば
、
金
融
機
関
を
通
じ
て
支

払
わ
れ
た
と
き
は

▼
口
座
振
替
の
場
合=

１
件
に
つ
き

10
円

▼
金
融
機
関
で
の
窓
口
支
払
い
の
場

合=

１
件
に
つ
き
20
円

が
手
数
料
と
し
て
市
か
ら
金
融
機
関

に
支
払
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
や
金
融
機
関
の
窓
口
で

支
払
っ
て
い
た
だ
く
場
合
は
、
納
付

書
の
作
成
や
封
筒
へ
の
封
入
に
、
１

件
当
た
り
約
15
円
か
か
っ
て
い
る
ほ

か
、
封
筒
の
作
成
費
や
郵
送
料
な
ど

も
必
要
で
す
。

そ
の
他
、
市
役
所
の
窓
口
で
支
払

っ
て
い
た
だ
く
場
合
で
も
、
職
員
の

人
件
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
１
件

当
た
り
の
額
は
少
な
く
思
え
ま
す

が
、
件
数
が
多
い
と
費
用
も
か
さ
み

ま
す
。

現
在
、
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い

る
人
の
割
合
は
、
市
・
県
民
税
お
よ

び
軽
自
動
車
税
で
約
３
割
、
固
定
資

産
税
で
約
５
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

仮
に
、
現
在
窓
口
払
い
を
し
て
い
る

人
が
、
す
べ
て
口
座
振
替
を
利
用
す

れ
ば
、
納
付
書
作
成
な
ど
の
費
用
や

金
融
機
関
へ
の
手
数
料
分
だ
け
で
、

年
間
約
４
０
０
万
円
費
用
が
少
な
く

て
済
み
ま
す
。

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
納
期

ご
と
に
窓
口
へ
出
向
く
必
要
も
、
納

め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
一
度
の
手
続
き
で
翌
年
度
以
降

も
継
続
し
て
自
動
振
替
さ
れ
ま
す
。

税
金
、
水
道
使
用
料
な
ど
の
納
付

は
、
少
し
で
も
コ
ス
ト
の
か
か
ら
な

い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
、
ご
意
見
・
ご
提
案

は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

▼
自
転
車
駐
車
場
・
路
線
バ
ス
に
つ

い
て

生
活
環
境
課
☎
◯　22　
１

４
１
１
番
内
線
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
◯　27　
０
３
９
５
番

▼
市
税
に
つ
い
て

税
務
課
☎

◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
２
０
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

▼
経
営
改
革
全
般
に
つ
い
て

経

営
改
革
推
進
室
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３

９
８
番
、
Ｅ
メ
ー
ルkeieikaikaku

@
m

a.city.hikone.shiga.jp

③③

10
月
15
日
号
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
回
は
、

引
き
続
き
、
い
く
つ
か
の
事
業
に
か
か
っ
て
い
る
コ
ス
ト
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
す
。

自転車駐車場の維持管理費用　　約6,400万円
（うち放置自転車の撤去、保管、処分費用　約500万円）

自転車駐車場の使用料収入　　　約4,200万円収
入

支
出

余
裕
の
あ
る
彦
根
駅
前
自
転
車
駐
車
場
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申
し
込
み
の
手
続
き

あ
な
た
の
預
貯
金
口
座
の
あ
る
取

扱
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口
で
、

「
彦
根
市
市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書
」

（
用
紙
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
担
当

課
お
よ
び

出
納
室
（
市
役
所
１
階
）、

市
内
の
各
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓

口
に
あ
り
ま
す
。）
に
預
貯
金
通
帳

と
通
帳
使
用
印
鑑
を
添
え
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

取
扱
金
融
機
関

次
の
金
融
機
関
の
、
各
本
・
支
店

（
市
外
の
店
舗
を
含
む
。）
で
取
り
扱

い
ま
す
。

▼
滋
賀
銀
行

▼
り
そ
な
銀
行

▼
滋
賀
中
央
信
用
金
庫

▼
び
わ
こ
銀
行

▼
近
畿
労
働
金
庫

▼
大
垣
共
立
銀
行

▼
滋
賀
県
信
用
組
合

▼
滋
賀
県
民
信
用
組
合

▼
商
工
組
合
中
央
金
庫

▼
東
び
わ
こ
農
業
協
同
組
合

▼
郵
便
局

振
替
で
き
る
税
目
な
ど

▽
固
定
資
産
税

▽
軽
自
動
車
税

▽
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

▽
国
民
健
康
保
険
料

▽
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収
）

▽
市
営
住
宅
家
賃

▽
上
・
下
水
道
料
金

▽
し
尿
処
理
手
数
料

▽
下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金

▽
農
村
下
水
道
使
用
料

▽
保
育
料

▽
留
守
家
庭
児
童
会
利
用
料

納
　
期

科
目
ご
と
の
納
期
は
、
下
の
一
覧

表
の
と
お
り
で
す
。

振
替
日

原
則
と
し
て
各
納
期
月
の
最
終
日

に
振
り
替
え
ま
す
。

領
収
の
確
認

原
則
と
し
て
、
口
座
振
替
済
領
収

通
知
書
の
発
行
は
省
略
し
て
い
ま
す

（
郵
便
局
を
ご
利
用
の
場
合
は
、
郵

政
公
社
自
動
払
込
の
規
定
に
よ
り
省

略
し
て
い
ま
す
）。
領
収
に
つ
い
て

は
、
預
貯
金
通
帳
の
記
帳
な
ど
に
よ

り
、
振
替
済
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
軽
自
動
車
税
の
口
座
振
替
を

利
用
し
て
い
る
人
で
、
継
続
検
査
が

必
要
な
車
種
を
お
持
ち
の
人
に
は
、

継
続
検
査
用
納
税
証
明
書
を
お
送
り

し
ま
す
。

※
領
収
通
知
書
の
送
付
を
希
望
す
る

人
は
、
各
担
当
課
ま
で
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
（
代
表
）
☎
◯　22　
１
４
１
１
番

税
務
課（
①
②
③
）

内
線
２
０
３
番

保
険
年
金
課（
④
⑤
）
同
１
４
１
番

建
築
住
宅
課（
⑥
）

同
１
０
９
番

水
道
部
業
務
課（
⑦
）
同
２
７
０
番

生
活
環
境
課（
⑧
）

同
１
３
０
番

下
水
道
部
管
理
課（
⑨
）
☎
◯　22　
５
４

５
８
番

農
政
課（
⑩
）

同
３
１
６
番

児
童
家
庭
課（
⑪
⑫
）
☎
◯　 23　
９
５
９

０
番

﹁
平
日
の
昼
間
に
は
、
金
融
機
関
に
行
く
時

間
が
な
い
﹂、﹁
つ
い
つ
い
納
付
期
限
を
忘
れ
て

し
ま
う
﹂
そ
ん
な
あ
な
た
に
、
便
利
な
口
座
振

替
制
度
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

口
座
振
替
な
ら
、
納
期
ご
と
に
窓
口
へ
出
向

い
て
い
た
だ
く
必
要
も
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

な
く
、
安
心
で
す
。
一
度
申
し
込
み
の
手
続
き

を
さ
れ
ま
す
と
、
翌
年
以
降
も
継
続
し
て
自
動

振
替
さ
れ
ま
す
。

御
田
さ
ん
の
受
賞
の
言
葉

今
回
は
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ

る
賞
に
選
ん
で
い
た
だ
き
、
感

謝
の
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

原
稿
を
出
す
と
き
は
、﹁
こ
ん

な
わ
け
の
わ
か
ら
ん
気
色
悪
い

も
の
を
人
様
の
目
に
さ
ら
し
て

い
い
ん
だ
ろ
う
か
﹂
と
激
し
く

悩
み
ま
し
た
が
、
結
局
え
い
っ

と
封
筒
に
入
れ
て
、
今
で
は
ほ

ん
と
う
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。こ

の
受
賞
を
機
に
、
こ
れ
か

ら
も
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

舟ふ
な

橋は
し

聖せ
い

一い
ち

顕
彰
文
学
賞
は
、
彦
根
市
の
名
誉
市
民
で
あ
る
作
家
・
故
舟

橋
聖
一
氏
の
功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
広
く
青
少
年
の
文
学
奨
励
を

は
じ
め
と
し
た
教
育
・
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

18
〜
30
歳
の
青
年
を
対
象
と
し
た
第
16
回
「
青
年
文
学
賞
」
に
は
全
国

か
ら
92
編
の
応
募
が
、
ま
た
、
近
畿
各
府
県
お
よ
び
滋
賀
県
に
隣
接
す
る

各
県
の
小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
と
し
た
第
19
回
「
文
学
奨
励
賞
」
に
は

１
３
１
編
の
応
募
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
ま
し
た
。

選
考
の
結
果
、
今
回
の
受
賞
作
品
が
次
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
、
表
彰
式

が
10
月
30
日
㈯
、
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
の
部

第
一
席

﹃
夏
の
宝
物
﹄〈
作
文
〉

麻あ
さ

野の

真ま
さ

史ふ
み

さ
ん(

稲
枝
北
小
学
校
６
年)

第
二
席

﹃
命
の
重
さ
を
計
っ
た
ら
﹄

〈
作
文
〉

広ひ
ろ

部べ

あ
す
か
さ
ん(

稲
枝
東
小
学
校
４
年)

第
三
席

﹃
ぼ
く
の
家
の
ね
こ
﹄〈
作
文
〉

嶋し
ま

治じ

亮
介
さ
ん(

金
城
小
学
校
５
年
）

中
学
生
の
部

第
一
席

﹃
長
崎
の
地
に
て
﹄〈
紀
行
記
録
〉

吉
田
真ま

唯い

子こ

さ
ん(

中
津
川
市
立
第
二
中
学
校

３
年
・
岐
阜
県
中
津
川
市
）

第
二
席

﹃
一
人
の
人
間
﹄〈
作
文
〉

橋
口
怜れ

い

花か

さ
ん(

鳥
居
本
中
学
校
３
年)

第
三
席

﹃
旅
﹄〈
紀
行
記
録
〉

宮み
や

地じ

純じ
ゅ
ん

貴き

さ
ん(

滋
賀
大
学
教
育
学
部
附
属

中
学
校
１
年
・
大
津
市
　
　
）

高
校
生
の
部

第
一
席

﹃
蛍
の
舞
﹄〈
創
作
〉

板い
た

谷や

明さ
や

香か

さ
ん
（
虎
姫
高
校
１
年
・

東
浅
井
郡
虎
姫
町
）

第
二
席

﹃N
O

ZO
M

I

〜
あ
る
家
出
少
女

の
物
語
〜
﹄〈
創
作
〉

和
田
あ
ゆ
み
さ
ん
（
西
脇
高
校
２
年
・

兵
庫
県
西
脇
市
）

第
三
席

﹃
手
紙
﹄〈
創
作
〉

古こ

我が

奏か
な

恵え

さ
ん
（
安
曇
川
高
校
３
年

・
高
島
郡
今
津
町
）

最
優
秀
賞

﹃
な
め
く
じ
共
和
国
﹄

〈
小
説
〉

御お
ん

田だ

祐
美
子
さ
ん

（
大
阪
府
吹
田
市
）

佳
　
作

﹃
ご
み
箱
の
慟
哭
﹄

〈
小
説
〉

村
上
桃
子
さ
ん

（
長
崎
県
長
崎
市
）

小学生・第２席

広部あすかさん
中学生・第３席

宮地純貴さん

最優秀賞

御田祐美子さん

小学生・第３席

嶋治亮介さん
高校生・第１席

板谷明香さん

佳　作

村上桃子さん

中学生・第１席

吉田真唯子さん
高校生・第２席

和田あゆみさん

発
表

＝市内の小・中学生４人が入選＝

ど

う

こ

く

小学生・第１席

麻野真史さん
中学生・第２席

橋口怜花さん
高校生・第３席

古我奏恵さん
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第10回　日系ブラジル人の子どもたち

◆ブラジル流かぜ対策
街路樹のケヤキが紅葉し、美しい秋の景色を楽しむ季節
となってきました。ブラジルでは寒気を感じるとプロポリ
ス（花粉や蜂の唾

だ

液
えき

などからなる、蜂の巣から採集する物
質で、抗菌、抗ウイルス作用がある）を飲物の中に数滴落
として飲んだり、パンにつけて食べたりします。皆さんも
かぜ対策に試してみませんか？
さてブラジルでは、11月といえばお盆です。11月2日は
国民の祝日で、日本と同様、お墓をきれいにしたり、花を
供えたりして、亡くなった親族をしのびます。そしてこの
時期は、日本に住む日系ブラジル人たちが、離れて暮らす
家族と再会し、年末年始を共に過ごすため、ブラジルに一
時帰国する準備を始めるころでもあります。
ブラジルに帰ると、あちらは夏真っ盛りの夏休み。多く
のブラジル人は、寒い日本を逃れ、家族そろって３か月の
休暇を楽しみます。

◆子どもの言葉が分からない
滋賀県で外国人登録しているブラジル人は、約11,000
人（平成15年度）。長期滞在者や永久ビザ取得者も増えて
います。彦根市では744人のブラジル人が登録しており、
なかには就学年齢にある子どもも大勢います。
両親といっしょに来日した子どもたちが、日本で生活し
ていくことは、簡単なことではありません。言葉の壁や、
新しい生活習慣、ついていけない学校の授業などに、たく
さんの子どもたちが苦しみます。また、新しい友達ができ
ず、１人で長い時間、家で過ごすような子も多いのです。
一方、学校にいく前から日本人の幼稚園に通ったりして、

日本語が上達した子は、学校にも溶け込んで、一見問題が
無いように思われます。
子どもたちの日本語が上手になると、日本語のできない
親は、子どもたちの言うことが分からなくなってしまいま
す。そのため、子どもが抱える学校生活での問題に気付か
ず、表面化したときは深刻な事態になっていることもある
のです。また子どもの方も、親の使うポルトガル語が分か
らず、親子の会話が少なくなってしまうという問題も出て
きます。
日本の生活に順応しようと頑張ってきた子どもたちのな
かには、自分はブラジル人ではなく、日本人だと言う子ど
もがいます。アイデンティティの問題は、幼い時から始ま
るようです。日本で生活していくには日本語の上達も必要
ですが、いつかはブラジルへ帰るかもしれない将来を考え
ると、ポルトガル語を学ばせておけば良かった、と後悔す
る親もいます。

◆子どものためのポルトガル語教室
こんな状況を心配し、彦根市はボランティアグループの
グルーポ・イぺと共同で、彦根に住むブラジル人の子ども
たちにポルトガル語を教える教室をつくりました。毎週土
曜日、午前9時から10時まで、市民会館２階ミーティング
ルームで、6～10人くらいの子どもたちが集まり、楽しく
学んでいます。読み書きはもちろん、ブラジルの文化や習
慣を実際に見せたり聞かせたり、歌や遊びも取り入れて、
少しでも自分たちの国のことを身近に感じられるようにな
ってくれたらと願いながら取り組んでいます。
現在ブラジル政府は、「子どもたちはわが国の未来であ
る」というスローガンを掲げ、教育に力を入れています。
ブラジルの発展に、日本人と日系ブラジル人は大きく貢献
しました。また、日本でも、ブラジル人が日本の経済に影
響を与えています。国籍にかかわらず子どもたち一人ひと
りの個性を生かし、大切に育てることは、日本の将来の発
展にとっても重要なことです。皆さんの周りにも外国籍を
持つ市民が増えていると思います。文化や習慣の違いがあ
っても、大人も子どもも歩み寄り、互いの理解を深めて、
子どもたちがいつも笑って過ごせる地域社会を作っていき
たいものですね。

（彦根市国際交流員　田尾ロザーネ）

私たちを取り巻く社会には、さまざまな矛盾や不合理
が存在します。彦根市では、家庭、地域、職場などで差
別をなくす取り組みを進め、「人を人として尊ぶ明るく住
みよいまち彦根」を実現するために、つどいを開催しま
す。
つどいでは、相談担当者が「子どもの叫び」や「多文

化共生社会」についての提言をし、それをもとに今後の
取り組みについて、参加者もいっしょに考えます。対象
者は市内在住、もしくは在勤・在学の人。女性だけでな
く男性の参加も歓迎します。
日　時 12月４日㈯ 13：15～16：00
場　所 ひこね市文化プラザ　エコーホール
テーマ 「人権侵害や人権擁護の現実に学ぶ」
託　児 無料。11月26日㈮までに予約してください。
託児の予約・問い合わせ先 女性のつどい事務局（ 教
育委員会人権教育課内）☎24-7971、FAX23-9190

「
人
権
と
は
、
人
間
が
幸
せ
に
生

き
て
い
く
権
利
で
、
す
べ
て
の
人
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
も
っ
て
い
る
基
本

的
な
権
利
で
す
。」（
彦
根
市
人
権
尊

重
都
市
宣
言
か
ら
）

部
落
差
別
、
男
女
差
別
、
外
国
人

差
別
、
障
害
者
差
別
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
差
別
や
偏
見
を
な
く
し
、
み
ん
な

が
明
る
く
暮
ら
せ
る
社
会
を
つ
く
り

た
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
し
、
周
り
の
人
の

人
権
っ
て
何
で
し
ょ
う
？

人
権
ク
イ
ズ

次
の
○
○
に
あ
て
は
ま
る
漢
字
２

文
字
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１
週
間

は
﹁
○
○
週
間
﹂
で
す

応
募
の
方
法

は
が
き
に
答
え
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
名
前
、
人
権
に

つ
い
て
の
意
見
と「
広
報
ひ
こ
ね
」

と
書
い
て
、
12
月
10
日
㈮
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
１

０
０
人
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
グ
カ
ッ

プ
を
送
り
ま
す
。
当
選
者
の
発
表

は
発
送
に
か
え
ま
す
。

応
募
先

大
津
地
方
法
務
局
・
滋
賀

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
「
人
権

ク
イ
ズ
」
係
（
〒
５
２
０-

８
５
１
６

大
津
市
京
町
三
丁
目
１-

１
）

﹁
人
権
週
間
﹂
と
は
？

国
際
連
合
は
、
昭
和
23
年
︵
１
９

４
８
︶
第
３
回
総
会
で
世
界
人
権
宣

言
が
採
択
さ
れ
た
12
月
10
日
を
﹁
人

権
デ
ー
﹂
と
定
め
、
す
べ
て
の
加
盟

国
に
こ
れ
を
記
念
す
る
行
事
を
毎
年

実
施
す
る
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と

す
る
１
週
間
を
﹁
人
権
週
間
﹂
と
定

め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
と
高
揚

の
た
め
の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展

開
し
て
い
ま
す
。

12
月
４
日
〜
10
日

第
56
回
人
権
週
間

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

職
場
、
学
校
で

人
権
研
修
や
人
権

学
習
の
時
間
だ
け
で
な
く
、
常
に

「
み
ん
な
が
幸
せ
に
生
き
る
た
め

に
」と
考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
、
差
別
を

な
く
す
た
め
に
自
分
は
何
が
で
き

る
の
か
考
え
ま
し
ょ
う
。

地
域
で

例
え
ば
気
軽
に
あ
い
さ
つ

が
交
わ
し
合
え
る
近
所
づ
き
あ
い

が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
居
住
歴
の

長
短
や
世
代
、
出
身
地
な
ど
に
関

係
な
く
交
流
が
で
き
て
い
る
で
し

ょ
う
か
。
お
互
い
に
気
を
つ
け
合

っ
て
、差
別
が
な
い
だ
け
で
な
く
、

災
害
・
犯
罪
に
強
い
地
域
づ
く
り

を
す
す
め
る
こ
と
は
、
明
る
く
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
で

す
。

人権尊重と部落解放をめざす
県民のつどい
人権尊重と部落解放をめざし
て、学習と活動の輪を広め、連
帯を深め合います。
日時 12月５日㈰ 10：00～14：30
場所 県立文化産業交流会館（米原町）
意見発表 お兄ちゃんの不登校
東
ひがし

裕
ひろ

輝
き

さん（近江八幡市）
記念講演「隔絶50年」、偏見差別は自
らを貶

おとし

めるもの　講師　金
キム

泰
テ

九
グ

さん
人権コンサート
「魂

こん

拓
たく

人
と

」森秀一さん
人権パネル展
物産展

問い合わせ先 人権政策課☎22-1411
（内線351）、FAX22-1398

人
権
を
尊
重
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

大
事
な
人
権

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、

人
権
週
間
の
間
だ
け
、
あ
る
い
は
、

地
区
別
懇
談
会
や
職
場
な
ど
の
人
権

研
修
会
の
と
き
だ
け
人
権
に
つ
い
て

考
え
れ
ば
い
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
の
日
常
生
活
は
、
す
べ

て
の
人
の
人
権
を
お
互
い
に
尊
重
す

る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

人
権
侵
害
や
差
別
に
つ
な
が
る
偏

見
が
な
い
か
、
見
過
ご
さ
れ
て
い
な

い
か
、
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で

子
ど
も
を
含
め
た
家
族
一

人
ひ
と
り
が
お
互
い
に
助
け
合

い
、
相
手
を
尊
重
し
た
生
活
を
し

人権に関わる相談は

人権擁護委員へ
人権に関する問題で、相談する相手がなく
て困ったという経験はありませんか。
人権擁護委員が相談に応じます。いじめ、

体罰、部落差別をはじめ、あらゆる差別問題、
家庭内や隣近所での問題などの相談も受け付
けています。
市内の人権擁護委員は、次の皆さんです。

（10月１日現在、敬称略）

※相談は無料で、秘密は守られます。気軽に
ご相談ください。

内
　
　
　
　
容

入
場

無
料
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募　集

◯　24　
９
３
５
６
番
、

E
-m

ail:sifah@
m

x.biw
a.ne.jp

身
体
障
害
者
更
生
会
青
年
部

ク
リ
ス
マ
ス
交
流
会

〈
内
容
〉身
体
に
障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
参
加
し
て
、
ゲ
ー
ム
な
ど
を

楽
し
み
な
が
ら
、
交
流
を
深
め
る
ク

リ
ス
マ
ス
会
で
す
〈
日
時
〉12
月
19

日
㈰
午
後
１
時
〜
同
４
時
〈
場

所
〉
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
平

田
町
）〈
対
象
者
〉市
内
に
在
住
・
在

勤
の
人
（
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

な
い
人
も
歓
迎
し
ま
す
）〈
定
員
〉40

人
（
先
着
順
）〈
参
加
費
〉３
０
０
円

〈
申
込
期
限
〉12
月
10
日
㈮

〈
そ
の

他
〉当
日
は
手
話
通
訳
者
が
つ
き
ま

す
〈
申
込
方
法
・
申
込
先
〉彦
根
市

身
体
障
害
者
更
生
会
青
年
部
（

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
◯　27　
７

８
８
８
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）

彦
根
城
樹
木
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

〈
内
容
〉
城
山
の
樹
木
や
木
の
実
を

観
察
し
、
自
然
の
大
切
さ
美
し
さ
を

学
習
し
ま
す
〈
日
時
〉11
月
27
日
㈯

午
前
９
時
〜
正
午
（
小
雨
決
行
）

〈
集
合
場
所
〉彦
根
城
桜
場
駐
車
場
入

口
（
午
前
８
時
50
分
ま
で
に
集
合
）

〈
持
ち
物
〉
筆
記
用
具
、
軍
手
、
タ

オ
ル
、
水
筒
な
ど
　
※
彦
根
城
内
を

歩
き
ま
す
。
歩
き
や
す
い
靴
と
身
軽

な
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
〈
参

加
費
〉１
０
０
円
（
保
険
料
）〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉前
日
ま
で
に

滋
賀
県
自
然
観
察
指
導
者
連
絡
会
彦

愛
犬
支
部
（
渡わ

た

邊な
べ

方
）
☎
◯　28　

３
８
６

７
番
へ

就
職
サ
ク
セ
ス
セ
ミ
ナ
ー

〈
内
容
〉パ
ソ
コ
ン
講
座
や
適
性
診
断

に
よ
り
、
求
職
中
の
人
を
支
援
す
る

講
座
で
す
〈
日
時
〉12
月
７
日
㈫
〜

同
10
日
㈮
（
全
４
日
）

い
ず
れ
も

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
〈
場
所
〉㈶

滋
賀
県
婦
人
会
館
（
近
江
八
幡
市
）

〈
対
象
〉現
在
求
職
中
の
人
（
た
だ
し

学
生
は
除
く
）〈
定
員
〉15
人
〈
受

講
料
〉無
料
〈
申
込
期
限
〉12
月
２

日
㈭
午
後
３
時
必
着
〈
申
込
方
法
〉

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
彦
根
（
西
今
町
）、
彦

根
パ
ー
ト
サ
テ
ラ
イ
ト
（
旭
町
）
に

あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
郵
便
か
フ
ァ
ク
ス
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
話
で

も
受
付
し
て
い
ま
す
。
受
講
決
定
者

に
は
12
月
６
日
㈪
ま
で
に
は
が
き
で

連
絡
し
ま
す
〈
申
込
・
問
い
合
わ

せ
先
〉ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
草
津

（
〒
５
２
５-

０
０
３
２
　
草
津
市
大
路
一

丁
目
１-

１
エ
ル
テ
ィ
９
３
２
　
３
階
）

☎
０
７
７-

５
６
６-

７
４
２
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
６
６-

７
５
９
０

番
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合
日
本
セ
ン
タ
ー

冬
学
期
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム

〈
コ
ー
ス
名
、
期
間
お
よ
び
受
講
料
〉

▽
英
語
集
中
コ
ー
ス
＝
平
成
17
年
１

月
５
日
㈬
〜
３
月
22
日
㈫
（
月
〜
金

曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
10

分
）
29
万
円
　
▽
モ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー

ス
＝
１
月
５
日
㈬
〜
３
月
22
日
㈫

（
月
〜
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
正
午
）

15
万
円
　
▽
ス
キ
ル
・
テ
ー
マ
別
コ

ー
ス
（
目
的
、
時
間
に
合
わ
せ
た
実

力
ア
ッ
プ
の
た
め
の
コ
ー
ス
）
＝
１

月
５
日
㈬
〜
３
月
22
日
㈫
（
週
１
・

２
回
、
２
〜
４
時
間
）
４
万
４
千
円

〜
８
万
円
　
▽
夜
間
コ
ー
ス
＝
１
月

６
日
㈭
〜
３
月
17
日
㈭
（
月
・
木
曜

日
の
午
後
７
時
〜
同
８
時
30
分
）
６

万
２
千
円
〈
場
所
〉
ミ
シ
ガ
ン

州
立
大
学
連
合
日
本
セ
ン
タ
ー
（
松

原
町
）〈
申
込
期
限
〉
12
月
15
日
㈬

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
同
セ
ン

タ
ー
☎
◯　26　
３
４
０
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

城
下
町
彦
根
の
特
徴
的
な
建

造
物
の
一
つ
、
足
軽
組
屋
敷
は
、

江
戸
時
代
に
敵
か
ら
城
下
町
を

守
る
た
め
に
、
外
濠
の
外
側
に

集
中
的
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

中
で
も
「
善
利
組
」
は
規
模
も

大
き
く
、
現
在
の
芹
橋
二
丁
目

一
帯
の
ま
ち
並
み
や
建
物
に
、

当
時
の
た
た
ず
ま
い
が
残
っ
て

い
ま
す
。
芹
橋
二
丁
目
に
残
る

善
利
組
足
軽
組
屋
敷
建
物
一
棟

と
ま
ち
並
み
の
見
学
を
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
28
日
㈰

▽
午
前
の
部
午
前
10
時

〜
正
午
、
▽
午
後
の
部

午
後
２
時
〜
同
４
時

集
合
場
所
　
市
民
会
館
Ｃ

会
議
室
（
尾
末
町
）

定
員

午
前
の
部
、
午
後

の
部
各
40
人(

先
着
順)

参
加
費
　
無
料

申
込
期
間
　
11
月
15
日
㈪

〜
同
26
日
㈮
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
（
た
だ
し
、
土
・
日

曜
と
祝
日
は
除
く
）

申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
ま

た
は

市
教
育
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
フ
ァ
ク
ス

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し

込
む
場
合
は
住
所
、
氏
名
、

参
加
希
望
時
間
（
午
前
・
午

後
）
を
書
い
て
く
だ
さ

い
）

教
育
委
員
会
文
化
財

課
☎
◯　26　
５
８
３
３
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
◯　26　
５
８
９
９
番
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://edu.city.

hikone.shiga.jp/

芹
橋
二
丁
目
に
残
る
足
軽
組
屋
敷

10
月
６
日
に
東
地
区
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た
、
彦
根
市
主

催
の
「
消
費
生
活
講
座
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
市
役
所
で
市
民
か
ら
の
相
談
を
受
け
て
い
る
、

消
費
生
活
相
談
員
の
小
林
と
も
子
さ
ん
で
す
。
普
段
の
相
談

の
経
験
か
ら
「
配
水
管
の
無
料
点
検
と
言
っ
て
訪
れ
、
少
額

で
掃
除
の
契
約
を
さ
せ
、
最
後
に
床
下
換
気
扇
や
調
湿
剤
な

ど
の
高
額
商
品
を
売
ろ
う
と
し
ま
す
。
無
料
で
も
、
安
易
に

点
検
の
承
諾
を
し
な
い
で
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
市
職
員
の
演
じ
る
寸
劇
を
見
ま
し
た
。「
市
役

所
の
ほ
う
か
ら
来
ま
し
た
」
と
市
職
員
を
装
っ
た
訪
問
販
売

の
業
者
が
、「
水
道
水
が
汚
れ
て
い
ま
す
」
と
言
っ
て
、
わ

ず
か
数
万
円
の
浄
水
器
を
、「
今
な
ら
特
別
に
お
安
く
し
ま

す
」
と
数
十
万
円
で
買
わ
そ
う
と
す
る
内
容
で
す
。
劇
で
は
、

友
人
の
助
言
で
お
か
し
い
の
に
気
づ
い
た
購
入
者
が
、
市
の
消

費
生
活
相
談
に
行
き
、
お
金
を
返
し
て
も
ら
う
方
法
を
教
え
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

悪
質
な
業
者
は
、
あ
の
手
こ
の
手
で
買
わ
そ
う
と
す
る
の
で
、

し
っ
か
り
者
だ
と
思
っ
て
い
た
人
が
被
害
に
あ
っ
た
と
聞
い
て

び
っ
く
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
大
事
な
こ
と
は
、
い
ら
な

い
と
き
は
「
い
り
ま
せ
ん
」「
お
帰
り
く
だ
さ
い
」
と
言
う
こ

と
。
は
っ
き
り
と
意
思
表
示
す
る
こ
と
で
、
後
で
お
金
を
返
し

て
も
ら
う
こ
と
も
し
や
す
く
な
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
失
敗
し

た
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
身
近
な
人
や
市
役
所
に
相
談

す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

▲寸劇を交えたり、契約を

解除する書面を実際に書

いたりと、後悔しないた

めの知識を分かりやすく

伝えました

衣斐さん

﹁
い
り
ま
せ
ん
﹂﹁
お
帰
り
く
だ
さ
い
﹂
と
言
い
ま
し
ょ
う

﹁
花
の
生
涯
﹂
を
ぜ
ひ
読
ん
で
み
ま
す

衣い

斐び

俊と
し

子こ

さ
ん
（
尾
末
町
）

伊
東
明
子
さ
ん
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

仕
事
で
よ
く
大
阪
へ
は
行
く
の
で
す
が
、
途
中
で

降
り
て
彦
根
に
来
る
の
は
初
め
て
で
す
。
お
城
に
行

く
途
中
に
あ
っ
た
看
板
に
「
花
の
生
涯
」
の
言
葉
を

見
つ
け
て
、
こ
の
「
舟
橋
聖
一
生
誕
１
０
０
年
記
念

特
別
展
」
の
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

世
田
谷
区
に
あ
る
豪
徳
寺
は
よ
く
知
ら
れ
た
お
寺

で
す
が
、
井
伊
家
の
菩
提
寺
で
も
あ
る
の
で
、
区
民

に
は
彦
根
や
井
伊
直
弼
に
親
し
み
を
感
じ
て
い
る
人

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
舟
橋
聖
一
さ
ん
の

作
品
を
原
作
と
す
る
最
初
の
大
河
ド
ラ
マ
「
花
の
生

涯
」
が
放
送
さ
れ
た
と
き
、
私
は
ま
だ
小
さ
な
子
ど

も
で
し
た
が
、
大
人
た
ち
が
騒
い
で
い
た
の
を
よ
く

覚
え
て
い
ま
す
。

舟
橋
聖
一
さ
ん
に
は
感
心
す
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
が
、
特
に
強
く
思
う
の
は
「
花
の
生
涯
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
す
。
そ
れ
ま
で
「
悲
劇
の
人
」
な
ど
、

あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
井
伊
直
弼
の
イ
メ
ー
ジ
が
大

き
く
変
わ
っ
た
理
由
の
一
つ
は
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
に

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
花
の
生
涯
」
は
、
実
は
ま
だ
読
ん
で
い
な
い
の

で
す
が
、
こ
れ
を
機
会
に
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み
る
こ
と

に
し
ま
す
。

▲「花の生涯」は何度も舞台

やドラマなどになりました 伊東さん

「舟橋聖一生誕１００年記念特別展」は、旧市民ギャラリー（尾末

町）で11月28日㈰まで開催中。時間は９：００〜16：30。

会場では、舟橋聖一氏のご遺族から寄贈を受けた直筆の執筆原稿

や、再現された書斎「残月の間」、文士劇で使われた道具など、作

家・舟橋聖一の活動や業績を幅広く紹介しています。
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ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス

ト
ー
チ
ラ
ン
滋
賀
IN
湖
東

知
的
障
害
者
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
冬
季

世
界
大
会
が
、
来
年
長
野
県
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
先
だ
っ
て
、
ト

ー
チ
ラ
ン
（
聖
火
リ
レ
ー
）
が
行
わ

れ
ま
す
。
彦
根
市
を
含
む
湖
東
ブ
ロ

ッ
ク
で
は
、
県
立
彦
根
総
合
運
動
場

ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト

し
彦
根
城
内
を
中
心
と
し
た
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
左
の
地
図
の
区
域

付
近
に
お
い
て
交
通
規
制
が
行
わ
れ

ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
21
日
㈰

午
前
９
時
30

分
ス
タ
ー
ト

場
所

彦
根
城
内
ほ
か

問
い
合
わ
せ
先

同
実
行
委
員
会

（
彦
愛
犬
地
域
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
ス
テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21
内
）
☎
◯35.

０
３
３
３
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯35.

２
１
２

３
番

外
来
４
ブ
ロ
ッ
ク
☎
◯　22　
６
０
５

０
番
内
線
２
４
０
０
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
◯　26　
０
７
５
４
番

彦
根
市
消
防
団
に

全
自
動
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

軽
消
防
自
動
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
す

㈳
日
本
損
害
保
険
協
会
か
ら
、
彦

根
市
消
防
団
に
、
全
自
動
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
軽
消
防
自
動
車
が
寄
贈
さ

れ
ま
す
。

彦
根
市
は
東
南
海
・
南
海
地
震
対

策
推
進
地
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
寄
贈
に
よ
り
、
地
震
な
ど

が
発
生
し
た
と
き
の
災
害
活
動
に
お

い
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
機
動
力
が
向

上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
消
防

総
務
課
☎
◯　22　
０
３
１
４
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
◯　22　
９
４
２
７
番

市
立
病
院
、
外
来
の
初
診
は

紹
介
状
を
持
っ
て

平
成
８
年
４
月
の
健
康
保
険
法
の

改
正
で
、
地
域
の
医
院
・
診
療
所
と

病
院
の
役
割
分
担
と
連
携
を
進
め
る

た
め
、
２
０
０
床
以
上
の
病
院
で
の

初
診
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
の
医
療
機

関
の
医
師
の
紹
介
状
が
な
い
場
合
、

受
診
し
た
人
が
自
己
負
担
す
る
特
定

療
養
費
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

彦
根
市
立
病
院
に
お
い
て
も
、
普

段
の
健
康
管
理
や
比
較
的
軽
い
安
定

し
た
病
気
の
治
療
は
、
地
域
の
医
療

機
関
に
お
願
い
し
、
よ
り
専
門
的
な

検
査
や
救
急
医
療
、
入
院
治
療
な
ど

の
高
度
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
７

月
１
日
か
ら
は
、
ほ
か
の
医
療
機
関

か
ら
の
紹
介
状
が
な
い
場
合
は
、
市

立
病
院
の
診
察
券
を
持
っ
て
い
て

も
、
初
診
時
に
は
特
定
療
養
費
２
、

１
０
０
円
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
歯
科
診
療
は
、
内
科
や
外
科

な
ど
の
医
科
と
健
康
保
険
上
別
々
の

管か
ん

轄か
つ

と
な
り
ま
す
。
歯
科
と
そ
れ
以

外
の
診
療
科
を
受
診
す
る
場
合
は
、

各
々
の
初
回
診
療
時
に
２
、
１
０
０

円
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

市
立
病
院
の
外
来
を
初
め
て
受
診

す
る
人
は
、
ぜ
ひ
紹
介
状
を
持
っ
て

受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
各
診
療
科
の
受
付
時
間
は
、

予
約
診
療
を
除
い
て
午
前
８
時
30
分

〜
同
11
時
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
立
病
院
医
事
課

☎
◯　22　
６
０
５
０
番
内
線
１
２
５

２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
６
３
３
１
番

市
立
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

乳
腺
外
来
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

県
内
で
、
平
成
12
年
に
新
た
に
乳

が
ん
が
発
見
さ
れ
た
人
は
２
６
０
人

で
、
女
性
の
が
ん
で
は
胃
が
ん
、
大

腸
が
ん
に
次
い
で
第
３
位
で
し
た
。

全
国
的
に
は
乳
が
ん
と
胃
が
ん
の
患

者
数
は
ほ
ぼ
同
数
で
す
。

乳
房
の
し
こ
り
や
乳
頭
の
分
泌
物

と
い
っ
た
自
覚
症
状
の
あ
る
人
、
ま

た
健
康
診
断
で
精
密
検
査
を
す
す
め

ら
れ
た
人
は
、
市
立
病
院
の
乳
腺
外

来
を
受
診
く
だ
さ
い
。

乳
腺
外
来
で
は
、
受
診
当
日
に
、

視
触
診
・
乳
腺
超
音
波
検
査
、
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
の
撮

影
は
、女
性
の
放
射
線
技
師
が
行
い
、

画
像
診
断
は
、
認
定
医
師
と
外
科
医

師
が
行
い
ま
す
。

乳
腺
外
来
（
予
約
制
）

・
診
療
日
　
毎
週
火
曜
日

・
診
療
時
間
　
午
後
１
時
〜

・
予
約
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
の

午
後
１
時
〜
同
５
時
15
分
（
祝

日
は
除
く
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

市
立
病
院

情報
掲示板

情報
掲示板

木も
く

造ぞ
う

聖し
ょ
う

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

立り
ゅ
う

像ぞ
う

︵
平
安
時
代
︶

慶
光
院
︵
正
法
寺
町
︶
所
有

こ
の
像
は
、
カ
ツ
ラ
材
の
一い

ち

木ぼ
く

造づ
く

り
で
、
造
ら
れ
た
当
初
は
彩
色
な
ど
の

な
い
素し

ら

木き

像
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
、
切き

り

金か
ね

状
の
金き

ん

泥で
い

文
様
が
描
か
れ
た
の

は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
髪
は
ま
げ
を
結
び
、
宝ほ

う

冠か
ん

と
よ
ば
れ
る
冠
を
彫
り
出
し
て
い
ま
す
。
左
手
は
ひ
じ
を
曲
げ
て
蓮れ

ん

華げ

を
持

ち
、
右
手
は
親
指
と
人
差
し
指
を
輪
に
し
て
印い

ん

（
仏
像
の
手
指
の
形
や
組
み

方
の
こ
と
）
を
結
ん
で
い
ま
す
。
目
尻
の
上
が
っ
た
静
か
な
表
情
は
、
平
安

時
代
後
期
の
作
風
を
示
し
、
11
世
紀
後
半
か
ら
12
世
紀
に
か
け
て
制
作
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
彫
刻
は
、
昭
和
48
年
３
月
30
日
に
市
指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

※ゑびす講期間中、路線バスは始発から最終便まで本町
経由で運行されます。
問い合わせ先 彦根商店街連盟事務局☎22-7303

ゑびす講本部☎22-0466

ま
た
、
展
示
は
、
そ
の
後
も
各
地

区
公
民
館
を
巡
回
す
る
予
定
で
す
。

開
催
日
時

12
月
１
日
㈬
〜
平
成
17

年
２
月
26
日
㈯
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
（
日
・
月

曜
日
と
、
12
月
29
日
㈬
〜
平
成

17
年
１
月
３
日
㈪
を
除
く
）

場
所

河
瀬
地
区
公
民
館
（
森
堂
町
）

展
示
内
容

古
墳
時
代
後
期
の
荒
神

山
古
墳
群
か
ら
出
土
し
た
土
器

に
つ
い
て
、
解
説
文
の
ほ
か
、

写
真
や
図
な
ど
を
交
え
て
展
示

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会

文
化
財
課
☎
◯　26　
５
８
３
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
５
８
９
９
番

文
化
財
巡
回
展

ー
彦
根
の
あ
け
ぼ
の
ー

私
た
ち
の
先
祖
は
、
原
始
・
古
代

の
は
る
か
昔
か
ら
、
彦
根
の
大
地
に

歴
史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。
埋
も
れ

た
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
で
発
掘
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

現
在
、
発
掘
調
査
の
成
果
の
一
端

を
、
各
地
区
公
民
館
を
巡
回
し
て
展

示
し
て
お
り
、
12
月
か
ら
は
河
瀬
地

区
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

３
ｔ
給
水
タ
ン
ク
車
を

導
入
し
ま
し
た

彦
根
市
で
は
、
災
害
や
水
道
管
破

損
事
故
な
ど
に
よ
る
断
水
時
に
、
給

水
を
行
う
た
め
に
２
ｔ
給
水
車
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
今
回
さ
ら
に
、
断

水
時
の
応
急
給
水
体
制
の
強
化
を
図

る
た
め
、
３
ｔ
給
水
タ
ン
ク
車
を
導

入
し
ま
し
た
。
新
し
い
給
水
車
は
加

圧
装
置
を
備
え
、
３
千
ℓ
の
飲
料
水

を
、
災
害
現
場
な
ど
水
を
必
要
と
す

る
場
所
に
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
水
の
量
は
、
一
人
の
人
間
が
一

日
に
必
要
と
す
る
水
を
３
ℓ
と
し
た

と
き
、
約
１
、０
０
０
人
に
供
給
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

水
道
部
工
務

課
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
２
７

９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　24　
４
０
５
４
番

▲新しく導入された給水タンク車
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さん

錦秋の玄宮園
ライトアップ
（夜間特別公開）

期　間 11月13日㈯～30日㈫
18：00～21：00
（入場は20：30まで）

会　場 彦根城内玄宮園
入場料 大人　500円

小中学生　200円
玄宮園は、江戸時代初期を代表
する「池

ち

泉
せん

回遊式庭園」で、中国
唐時代の玄宗皇帝の離宮をなぞら
えているものです。秋色に染まる夜の玄宮園は、昼とは
また別の表情を見せ、池に映る紅葉はすばらしい眺めで
す。
なお、期間中玄宮園内の鳳

ほう

翔
しょう

台
だい

において、お茶席が行
われます（お菓子付きで500円）。
問い合わせ先 ㈳彦根観光協会　☎23-0001

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み
ください。（臨時の収集は、原則として毎
週火・金曜日に実施します。）
※収集の状況によって、収集日は３日程度前
後することがありますが、ご了承ください。

12月前半

１日㈬

２日㈭

３日㈮

６日㈪

７日㈫

８日㈬

９日㈭

10日㈮

13日㈪

14日㈫

松原一丁目、松原二丁目、安清、外、野田山、正法寺、地蔵、平
田（大沢）、西今、本町一丁目、本町二丁目、本町三丁目、中央
（第１・４部）、銀座
原（原町西団地）、西沼波（東部）、和田、外、里根、戸賀、小泉、
芹橋一丁目、芹橋二丁目（河原二丁目の一部を含む）、西今、三津屋
幸、山之脇、芹川、大藪、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、西
今、開出今、須越
幸、開出今蔵の町団地、八坂東団地、芹川、城町一丁目、城町二
丁目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、中藪一丁目、中藪二丁目、
大藪、中藪、宇尾、開出今、須越、海瀬
開出今蔵の町団地、八坂東団地、後三条（下）、中藪、長曽根南、
平田（大沢を除く）、宇尾、甘呂、八坂、三津
開出今団地（第１部）、後三条（下）、中央（第２・第３部）、立
花、金亀、尾末、平田（大沢を除く）、宇尾、竹ケ鼻、甘呂、八
坂、開出今（第３部）、開出今団地（第１部）、八坂北
後三条（下）、佐和、大東、旭、船、元、立花、平田（大沢を除
く）、宇尾、竹ケ鼻、甘呂、開出今（第３部）、八坂北、出路、田
原
後三条（上）、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦（第１
部）、橋向、亀山地区、上稲葉、下稲葉、本庄、普光寺、薩摩、
田附、新海、稲部（稲部）、金沢（金沢団地）、肥田（西肥田）
京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、後三条（上）、新、大橋、
芹中、元岡、沼波、亀山地区、南三ツ谷、甲崎、柳川、上西川、
下西川、稲部（稲部）、稲里、金沢（金沢団地）、肥田（西肥田）、
上石寺、下石寺
後三条（上）、岡、西沼波（東部を除く）、日夏、亀山地区、金沢
（長江）、服部、稲枝（西・東）、肥田（西肥田）

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【12月前半】

図書館休館日
６日㈪、１3日㈪水・祝)、10日(月)

２日㈭

３日㈮

１日㈬

７日㈫

８日㈬

９日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
J A 鳥 居 本 支 店
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
川 瀬 馬 場 町 J A 本 店 前
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

10日㈮
鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

11日㈯
農 協 福 満 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

１３：２０
１４：１０
１５：００

12月前半

平成16年度第３回
有形民俗文化財(民具)の展示
テーマ 衣と暮らし
期　間 11月19日㈮～23日(火・祝) 9：00～16：30
会　場 金亀会館（中央町）※駐車場がありませんので、
車での来場はご遠慮ください。
入場料 無料
内　容 大正・昭和時代の衣服に関するものを中心に、火
鉢やあんかといった暖をとる道具や、膳

ぜん

椀
わん

類などを展
示します。また、今回は、旧彦根藩校「弘

こう

道
どう

館
かん

」の歴史
も紹介します。
問い合わせ先　
教育委員会文化
財課
☎26-5833、
FAX26-5899

まぁだだよ　信号青でも　右左 今年１～9月　彦根市の交通事故発生件数640件（昨年571件）
死傷者数〔死者数〕857人〔０人〕（昨年729人〔５人〕）

会場の金亀会館



広報ひこね　平成16年11月15日 14広報ひこね　平成16年11月15日

 

健康管理だより

善せ

利り

叶

夢

か

な

と

ち
ゃ
ん

︵
開
出
今
町
︶

小こ

山や
ま

大た
い

樹き

ち
ゃ
ん

︵
東
沼
波
町
︶

冨と
み

江え

優ゆ

月づ
き

ち
ゃ
ん

︵
本
庄
町
︶

15

健
康
と
運
動

最
近
、
朝
や
夜
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
し
て
い
る
人
を
よ
く
見
か
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
一
人
で
歩
い
て

い
る
人
、
夫
婦
や
友
達
で
歩
い
て
い

る
人
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
い
る
人

な
ど
、
歩
く
ス
タ
イ
ル
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い

る
人
を
見
か
け
る
と
、
保
健
師
と
し

て
は
と
て
も
う
れ
し
く
、「
頑
張
っ

て
続
け
て
く
だ
さ
い
ね
。」
と
、
つ

い
声
を
か
け
た
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。平

成
15
年
に
実
施
し
た
、「
ひ
こ

ね
元
気
計
画
21
」
計
画
策
定
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
る
と
、

彦
根
市
民
の
40
〜
60
歳
代
の
市
民
の

約
半
数
が
日
常
的
に
運
動
を
し
て
お

ら
ず
、
ま
だ
ま
だ
運
動
不
足
の
人
が

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
す
す
め

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
数
あ
る
運
動

の
な
か
で
も
、
特
に
、
手
っ
取
り
早

く
、
毎
日
簡
単
に
で
き
る
こ
と
が
特

徴
で
す
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性

脂
肪
を
減
ら
し
た
り
、
便
秘
や
肥
満

を
解
消
し
た
り
と
い
っ
た
効
果
が
得

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、「
や
っ
て
み

た
い
」「
続
け
た
い
」
運
動
と
し
て

も
、
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

運
動
は
、
食
事
や
睡
眠
の
よ
う
に

「
生
き
て
い
く
う
え
で
必
要
不
可
欠

な
も
の
」
で
は
な
い
た
め
、
多
く
の

人
が
運
動
不
足
に
な
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
運
動
不
足
は
、
心

臓
機
能
の
低
下
や
、
筋
肉
の
萎
縮
に

伴
う
体
脂
肪
の
増
加
、
ま
た
、
立
ち

く
ら
み
を
お
こ
し
や
す
く
な
る
、
転

び
や
す
く
な
る
な
ど
の
影
響
を
も
た

ら
し
ま
す
。
ま
た
、
高
脂
血
症
・
肥

満
・
糖
尿
病
・
高
血
圧
・
骨
粗
し
ょ

う
症
・
腰
痛
な
ど
は
、
運
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
も
予
防
が
で
き
ま
す
。

日
ご
ろ
運
動
不
足
を
感
じ
て
い
る
人

や
、
健
康
診
査
で
肥
満
や
高
脂
血
症

が
気
に
な
る
人
は
、
ぜ
ひ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

歩
き
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
あ
ご

を
引
い
て
背
筋
を
伸
ば
し
、
お
な
か

を
引
っ
込
め
る
。
②
目
線
は
10
ｍ
先

を
見
る
。
③
腕
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て

軽
く
曲
げ
、
前
後
に
大
き
く
振
る
。

④
歩
幅
は
大
き
め
に
、
と
い
っ
た
も

の
で
す
。
日
ご
ろ
運
動
を
し
て
い
な

い
人
は
、
１
日
10
分
か
ら
始
め
て
、

ま
ず
は
20
分
歩
く
こ
と
を
目
標
に
し

て
く
だ
さ
い
。
慣
れ
て
き
た
ら
徐
々

に
時
間
を
延
ば
し
30
〜
40
分
間
歩
く

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
限
ら
ず
運
動

は
、
で
き
れ
ば
毎
日
す
る
こ
と
が
理

想
で
す
。
け
れ
ど
も
、
自
分
の
ペ
ー

ス
に
あ
わ
せ
て
、
無
理
せ
ず
取
り
組

む
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
長
続

き
し
な
い
人
は
、
万
歩
計
で
歩
数
を

計
り
、
歩
数
と
体
重
を
カ
レ
ン
ダ
ー

や
手
帳
に
記
入
す
る
な
ど
、
記
録
を

つ
け
る
と
長
続
き
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

対象児
３歳児＝平成13年４月２日から同14
年４月１日までに生まれた幼児
４歳児＝平成12年４月２日から同13
年４月１日までに生まれた幼児
募集人員
〈３歳児〉
・彦根幼稚園（本町一丁目） 20人
※池州分園をのぞく
・平田幼稚園（平田町） 20人
・城北幼稚園（松原町） 20人
・城陽幼稚園（日夏町） 20人
・稲枝東幼稚園（稲部町） 20人
・旭森幼稚園（東沼波町） 20人

〈４歳児〉
・彦根幼稚園（本町一丁目） 70人
・彦根幼稚園池州分園（池州町）35人
・高宮幼稚園（高宮町） 70人
・平田幼稚園（平田町） 105人
・稲枝東幼稚園（稲部町） 35人
・旭森幼稚園（東沼波町） 70人
・城北幼稚園（松原町） 35人
・金城幼稚園（大藪町） 105人
・佐和山幼稚園（芹川町） 70人
・城陽幼稚園（日夏町） 35人
応募資格 本人および保護者が市内
に居住していること（平成17年４
月１日までに市内に居住すること
が確実な場合を含む）

入園申込書のお渡し
期間 11月15日㈪～12月３日㈮の
9：00～16：00（土・日曜日と祝
日は除く）
場所 入園を希望する幼稚園また
は 教育委員会学校教育課(尾末町)
入園申込書の受付
期間 11月29日㈪～12月３日㈮の
13：00～16：00
場所 入園を希望する幼稚園
※入園申込書と連絡用封筒（保護者
の住所、氏名を書いて、80円切
手をはったもの）を必ず持ってき
てください。
問い合わせ先 教育委員会学校教
育課☎24-7971、FAX28-9190
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あなたの好きな彦根の表情を表紙を通
じて紹介してください。写真をお持ちで
ない場合は、 情報政策課広報係で撮影
します。☎22-1411（内線431）へ気軽
に連絡してください。

カヌーの練習に励む田中さん

表
紙
の
こ
と
ば

田

中

　

歩
あ
ゆ
む

さ
ん
︵
開
出
今
町
︶

私
た
ち
県
立
大
学
カ
ヌ
ー
部
の
練
習
場

所
は
、犬
上
川
河
口
付
近
の
び
わ
湖
で
す
。

授
業
を
終
え
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
集
ま
っ
て

き
て
、
技
術
の
向
上
に
励
み
ま
す
。

私
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
山
形
県
に
い
る

と
き
か
ら
、
大
学
に
入
っ
た
ら
び
わ
湖
で

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
こ
の
４
月
に
入
学
し
た
後
、
た
ま
た

ま
参
加
し
た
試
乗
会
で
初
め
て
カ
ヌ
ー
に

乗
り
、
何
と
も
言
え
ず
わ
く
わ
く
す
る
気

持
ち
を
覚
え
ま
し
た
。

水
の
上
を
移
動
す
る
だ
け
な
ら
、
だ
れ

で
も
す
ぐ
に
で
き
ま
す
。
初
め
て
で
も
楽

し
く
乗
れ
る
の
が
、
カ
ヌ
ー
の
魅
力
の
一

つ
で
す
。
技
術
が
上
が
っ
て
自
由
に
乗
り

こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
と
、
楽
し
さ
は
さ

ら
に
増
し
て
い
き
ま
す
。
よ
り
た
く
さ
ん

の
人
に
、
こ
の
カ
ヌ
ー
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
え
た
ら
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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今月の納税

固定資産税（第３期）
11月30日㈫までに納めましょう

森 美由紀さん
（彦根女子高校１年）

西村香織さん
（中央中学校１年） 学

年
は
、
い
ず
れ
も
応
募
時
の
も
の
で
す
。

「はーとふるメッセージ2004」作品募集中！

人権の大切さを訴える「はーとふる（心のこもった）」メッセー
ジをお寄せください。
作品の種別 作文（おおむね800～1,200字）、標語、ポスター（四
つ切）の３部門
応募期限 12月10日㈮
応募・問い合わせ先 人権政策課☎22-1411（内線352）、
FAX22-1398


